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研 究 概 要

1)粥自Trの耶辺,践憶,進化および動態の基内的研究

高橋健治･竹中 修 ･京山 節

-ir'(白Ttの隅辺 (一次構造,高次桐造)と機鰭,構造-

機偲mm性.分子進化および生理的劫怨の解明に必要な

各和研究J)J'法の閃苑と応用に関する韮礎的研兜を進めて

いる｡

2) ニホソザル田ペプシノーゲソおよびペプシソのflli製
と性質

P.'U'1.巧拙治 ･穴山 節

盟17<桝の門ペプシソな車e>とする恨性ブT,チアー･tfの

比較生化学的研究の一つとして.ニホソザル円ペプシノ

ー〆ソおよびペプシソの分別frL魁を行なった｡得られた

数懲成分について,特只的取窃剤の形符など,紺性状を

枚討し,他の吐物の場合と比較した.

3) ニホソザル胎児-モクpピソの性Ttと動.TAB

竹 中 略

nuと方悦 iL:過程における血球お よび血統再訂斤訳白質

(-モグロピソ.血液祝田系彬崇.抑体系呼)の動掛 こ

関する研究の一つとして,ニホソザル新生児期の胎児-

モクT,ピソから成体へモクpピソへの変換を調べた｡ま

た.丙-モグpビ./をfJlf如し.放射に対する親和性等を

比較した｡
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学 会 発 表

1) リボヌクレアーゼUlの一次構造

橋本純治 ･irsf.巧鯉治

日本生化学会節46回大会 (1973)

2) コウシレソニソの活性部位の一次耶逝

ー 15-･



張 文 盃 ･高橋健治

日本生化学会節46回大会 (1973)

3) ヒト紙毛性ゴナ ドトTlti.ソの精製および特性につい

て

広縦倍共 ･橋本千磁子

張 文 盃 ･高橋 健治

日本生化学会節46回大会 (1973)

4) 敵性ブT]チアーゼの活性部位

高 橋 健 治

日本生化学会第46回大会 (1973)

5) 血絞退薪占の辿皮解析

伊藤道雄 ･西村義久

竹中 修 ･稲田祐二

第̀36回日本血液学会 (1973)

6) カイコ卵の炭水化物代謝-Ⅱ

茄 山 師

第 6回日本発生生物学会 (1973)

幸島野外観察施設

河合 雅雄(北)

串t.TJなめ ぐる眺光Ui1兆や祝光客の増大によって,研兜

フ ィール ドの維持はますます囚経の庇を増している.こ

の聞皿の郎決は兜極的には串由を国有地にする以外にプ)A

法はないので,その共体的措匠について関係当局と接衝

を進めている.

群 れ の 状 況

1)一〆-の地位,群れの社会桝造は安定している｡昨

科 こ拭いて成叫の死亡個体が多く,死亡囚の究明を枚討

LlrC･ある.べど-ほ4mの出産のうち3重民死亡したが,

これは奴光のためにムギな紗 11にまいたので,それなと

りに母ザルが抑 こ入 り,べど-が溺死したものである.

寄生虫が大地に寄生し,強弱個体が目立った｡研究班を

組級し,科学研究費の交付を受けて脊吐出にL掴する研究

を行ない,駆虫 ･予防の対抗を冨推じた.

第1表 48年 度 中 の 出 盛

付親名 謁 ソ 性 出生日 Mi･'･ 考

ツ ガ - 8 5月31日 7月27日死亡

ザ イ ー 9 6月5日 6月10日死亡

サ ツ キ ウシ 8 7月4日

カ キ 一 一 7月7日 死 産

第 2表 48年 度 中 の 死 亡

生年 性 死亡年月日
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昭和48年度における使用経攻の概要はa'f3淡のとお り

である｡ 経常維持熱 ま甚しく不十分で, 増加が 望まれ

る｡なお.ジープの老朽化のため, トヨタ･クラウソ1

缶を犬山の研兜所より移籍した｡

第3表 48年 度 経 費 枕 許

項 日 金 琉 (千円)

ジープ ･ポート維持資 477

鵬 品 代 194

光熱 ･水道 ･磁気代 80

屈話 ･通信焚 113

消耗鼠 (ェサ代を含む) 506

環境整附 140

貸金 (7,8月の島のサル管理) 60

人 件 出 1,413

計 2,983

研 究 概 要

1) 生態学的 ･社会学的研兜

河合雅雄 ･三戸サツヱ1)

山tj直嗣2)･冠地'tX士ylJ3)
前年皮からの継紋で,ポビlレ～シzlソ加RP･.に関する

諸資料を収Jj!した.月一回の体韮測定を淀例化した.自

然食物の較項について季節変化を記録した｡同調査とも

着実な汽料をつみ誼ねている｡社会変動の通年記銀をと

った｡

2) 内部寄生虫に関する研究

8月22日に死亡したメス(ササ)に,多血の内t,Y,寄也虫

が寄生していることを花見｡検便を行なったところ,96

0/Oが虫卵を保有していた｡とくに,多数佃桝 こ円山の氾

皮寄生が見られ,昨年から今年夏にかけての死亡個体糊

大の大きな原囚となっている可能性が弧く,早急な対肌

が望まれた｡そこで科学研究班 (総合A,No.834071)

の交付を受け,寄生虫の駆除と術生問題を含む研究班な

結成してこの対称 こあたった.中間宿主として,門出は

1)教務補佐員

2)文部技官
3)文部技官
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